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配属先 氏名 性別 年齢 本籍地 備考

泉田 修佑(いずみだ しゅうすけ) 男 20 長野

稲川 聖也(いながわ せいや) 男 20 東京

黒川 京介(くろかわ きょうすけ) 男 18 千葉

伊藤 正真(いとう しょうま) 男 25 群馬 父：伊藤正司選手(伊勢崎20期)

髙橋 絵莉子(たかはし えりこ) 女 21 埼玉
全日本モトクロス選手権
レディースクラス
年間ランキング4位(2014年)

田崎 萌(たさき もえ) 女 23 埼玉

落合 巧(おちあい たくみ) 男 20 静岡

金田 悠伽(かねだ はるか) 女 22 静岡

花田 一輝(はなだ かずき) 男 18 静岡

交川 陽子(まじかわ ようこ) 女 28 大阪
特例　世界サンボ選手権大会
女子48kg級 7位(2014年)

稲原 瑞穂(いなはら みずほ) 女 21 山口 叔父：稲原良太郎選手(山陽28期)

木山 優輝(きやま ゆうき) 男 18 福岡

堂免 沙弥(どうめん さや) 女 24 福岡

中村 杏亮(なかむら きょうすけ) 男 21 福岡

吉川 麻季(よしかわ まき) 女 21 大分

吉松 優輝(よしまつ ゆうき) 男 22 山口 父：吉松憲治選手(山陽21期)

青木 隆浩(あおき たかひろ) 男 26 岡山

佐伯 拓実(さえき たくみ) 男 24 山口

角 翔太郎(すみ しょうたろう) 男 21 山口

山本 将之(やまもと まさゆき) 男 26 福岡

※　高橋絵莉子・花田一輝・交川陽子候補生は養成訓練中の怪我により卒業及び

　　選手登録が遅れます。

山陽

浜松

飯塚

川口

伊勢崎

第33期選手候補生のロッカー所在場内定



「オートレース成田」概要について

①  名　 称　　　「オートレース成田」

②  場　 所　　　千葉県山武郡芝山町岩山１４１１番地

(車で成田空港より約１５分)

　　　　　　　　サテライト成田内

③  設置者　　　株式会社ガードワン

④  管理施行者　伊勢崎市

⑤  座席数　　　３５３席（オートレース・競輪共用）

⑥  窓口数　　　６窓

 　　　　　 　 （内訳）自動発払窓口４窓、有人窓口２窓

⑦  発売日数　　年間３４０日程度を予定

⑧  オープン日　平成２９年５月３１日（水）

①  工事概要　　　　　　内装、外装、空調機器取替、システム工事等

②  工事期間　　　　　　平成２９年３月１日～平成２９年６月２８日

③  オープン予定日　　　平成２９年６月３０日 (金)

④  屋内店舗数　　　　　食堂及び３店舗予定

⑤  設置装置　　　

【既存】

「２Ｆ設置内容」

　自動発払機２台、自動投票機１台、

【新規】

「１Ｆ設置内容」

　窓口機１台、自動発払機４台、自動投票機３台、

　チャージ精算機１台、投票用端末１台

「２Ｆ設置内容」

　窓口機１台、自動発払機４台、自動投票機１台、

　現金チャージ機１台、投票用端末２台

   ３．専用場外発売所の開設について

   ４．ＣＳ(コミュニティーセンター)シアター棟改修工事完成について



 
 
 
 
経

済
建

設
委

員
会

資
料

 

平
成
２
９
年
６
月
２
１
日
提
出

 

 

平
成
２
９
年
度
 
飯
塚
市
新
技
術
・
新
製
品
開
発
補
助
金
 
採
択
事
業
一
覧

 

 

 
補
助
事
業
者
名

 
事

業
名

 
事

 
業

 
概
 
要

 

１
 
有
限
会
社
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｔ

 

環
境
に
合
わ
せ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
運
用

が
可
能
で
且
つ
高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
シ

ス
テ
ム
研
究
開
発
 

Ｐ
Ｃ
に
接
続
す
る
デ
バ
イ
ス
(
Ｕ
Ｓ
Ｂ
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
)
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
制
御
・
監
視
を
行
い
、
多
種
多
様
な
原
因
で
起
こ
る
情

報
漏
洩
を
防
止
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
。
 

２
 
み
そ
や
の
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ィ

 

味
噌
を
ベ
ー
ス
と
し
た
筑
豊
地
区
の
農

作
物
を
使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、
ス
ム
ー

ジ
ー
の
開
発

 

発
酵
食
品
で
あ
り
、
独
特
の
甘
み
を
も
つ
「
味
噌
」
を
主
役
と
し
、
老
若
男
女
が

好
み
、
筑
豊
の
食
材

(
米
・
梅
・
葡
萄
・
無
農
薬
野
菜
・
日
本
酒
な
ど

)
を
使
用
し

た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、
ス
ム
ー
ジ
ー
を
開
発
す
る
。
 

  

平
成
２
９
年
度
 
飯
塚
市
販
路
開
拓
支
援
補
助
金

 
採
択
事
業
一
覧

 

 

 
補
助
事
業
者
名

 
事

業
名

 
事

 
業

 
概
 
要

 

１
 
タ
カ
ハ
機
工
株
式
会
社

 

無
磁
型
自
己
保
存
ソ
レ
ノ
イ
ド
を
使
用

し
た
電
気
錠
ユ
ニ
ッ
ト

(
開
か
な
い
ん

だ
な

)の
販
路
開
拓
 

業
界
初
の
新
型
ソ
レ
ノ
イ
ド
で
あ
る
「
無
磁
型
自
己
保
存
ソ
レ
ノ
イ
ド
」
を
使
用

し
、
認
知
症
患
者
の
い
る
家
庭
や
施
設
に
お
け
る
冷
蔵
庫
の
電
気
錠
と
し
て
販
路

開
拓
を
図
る
。
 

２
 
株
式
会
社
ラ
ム
ロ
ッ
ク

 
画
像
認
識
技
術
を
用
い
た
カ
メ
ラ
「
み

ま
も
り
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」
の
販
路
開
拓
 

高
齢
者
の
危
険
な
状
態
を
自
動
で
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能

(
カ
メ
ラ
・
ス
ピ

ー
カ
ー
・
サ
ー
バ
ー
・
ル
ー
タ
ー
等

)を
１
つ
に
し
た
「
み
ま
も
り
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
」
の

販
路
開
拓
を
図
る
。
 

３
 
株
式
会
社
レ
イ
ド
リ
ク
ス

 
デ
ジ
タ
ル
無
線
通
信
シ
ス
テ
ム
実
装
検

証
ボ
ー
ド
の
販
路
開
拓
 

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
各
種
デ
ジ
タ
ル
無
線
通
信
・
放
送
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
ト
タ
イ
ピ
ン

グ
が
で
き
る
実
装
検
証
用

FP
G
A
ボ
ー
ド
と

RF
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
販
路
開
拓
を
図
る
。 
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                             経済建設委員会資料 

                                平成29年6月21日提出 

飯塚市中小企業振興円卓会議設置規則 

 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、飯塚市中小企業基本条例(平成 28 年飯塚市条例第 15 号。以下

「条例」という。)第 12 条の規定に基づき設置する飯塚市中小企業振興円卓会議

(以下「円卓会議」という。)の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとす

る。 

(所掌事務) 

第 2 条 円卓会議は、次に掲げる事項を所掌するものとする。 

(1) 中小企業振興施策の推進に関する審議、調査及び研究に関すること。 

(2) 振興施策の提案及び検証に関すること。 

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項に関すること。 

(組織) 

第 3 条 円卓会議は、条例第 12 条第 1 項に定める者のうちから、市長が選任する委

員 15 人以内をもって組織する。 

 (任期) 

第 4 条 委員の任期は 2 年とする。ただし、再任を妨げない。 

2 委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 (委員長及び副委員長) 

第 5 条 円卓会議に委員長及び副委員長各 1 人を置き、委員の互選によってこれを

定める。 

2 委員長は円卓会議を総理し、委員会を代表する。 

3 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたと

きは、その職務を代理する。 

 (会議) 

第 6 条 円卓会議の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

2 会議は、委員の半数以上が出席しなければ、開くことができない。 

3 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決すると

ころによる。 

4 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者に対して会議への出席を求め、その

意見又は説明を聴くことができる。 
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(小委員会)  

第 7 条 条例第 12 条第 3 項に規定する小委員会の委員は、円卓会議において選出す

る。 

2 小委員会は、委員長が必要と認めるときに招集する。 

3 小委員会は、その設置目的が達成されたときに、解散するものとする。 

(会議の公開)  

第 8 条 会議は、公開とする。ただし、飯塚市情報公開条例(平成 18 年飯塚市条例

第 10 号)第 8 条各号の規定に該当する場合は、当該会議の全部又は一部を公開し

ないことができる。 

 (庶務) 

第 9 条 円卓会議の庶務は、経済部産学振興課、商工観光課及び農林振興課におい

て処理する。 

(補則) 

第 10 条 この規則に定めるもののほか、円卓会議の組織及び運営に関し必要な事項

は、委員長が円卓会議に諮って定める。 

附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



地
方
創
生
人
材
育
成
・
定
着
促
進
事
業
（
地
方
創
生
事
業
）

嘉
飯
桂
地
域
（
飯
塚
市
、
嘉
麻
市
、
桂
川
町
）
に
お
け
る
通
勤
通
学
流
動
状
況
で

は
約
5
,8
0
0
人
の
流
出
超
過
と
な
っ
て
お
り
、
就
職
・
進
学
に
伴
い
多
く
が
地
域
外

へ
流
出
。
同
地
域
に
立
地
す
る
3
大
学
で
は
、
入
学
す
る
大
学
生
の
8
割
以
上
が
地

域
外
か
ら
流
入
し
て
い
る
が
、
卒
業
・
就
職
と
と
も
に
9
割
以
上
が
地
域
外
へ
流
出
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
中
高
生
に
つ
い
て
は
、
地
方
に
お
い
て
最
先
端
の
教
育
を
受

け
る
機
会
が
少
な
く
、
都
会
と
の
教
育
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。

大
学
生
に
つ
い
て
は
、
地
元
志
向
が
あ
っ
て
も
学
ん
だ
技
術
が
活
か
せ
る
首
都
圏
等

の
最
先
端
企
業
へ
の
就
職
を
優
先
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。

一
方
、
首
都
圏
や
大
都
市
に
一
極
集
中
し
、
慢
性
的
な
人
材
不
足
を
抱
え
る
最
先

端
企
業
等
で
は
、
地
方
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
人
材
育
成
を
図
る
動
き
が

全
国
で
み
ら
れ
、
本
地
域
に
も
優
秀
な
学
生
を
求
め
進
出
し
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
地
域
若
者
の
人
材
流
出
を
防
ぎ
地
域
定
着
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
地

方
に
お
い
て
も
最
先
端
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
と
最
先
端
技
術
を
活
用

し
た
魅
力
あ
る
仕
事
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
大
学
生
に
対
し
、
中
高
生
の
講
師
と
な
れ
る
最
先
端
技
術
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
学
ぶ
研
修
（
2
0
人
×
年
2
回
）
を
実
施
す
る
。
当
該
研
修
等
を

通
じ
て
地
域
リ
ー
ダ
ー
（
3
年
間
で
1
0
0
人
以
上
）
を
育
成
す
る
。

次
に
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
大
学
生
か
ら
中
高
生
が
先
端
技
術
を
学
ぶ
中
高
生

I
T
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
（
5
0
人
×
年
3
回
）
を
実
施
す
る
。
受
講
し
た
中
高

生
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
リ
ー
ダ
ー
に
成
長
す
る
こ
と
を
促
し
、
最

先
端
人
材
の
地
域
内
育
成
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

加
え
て
、
人
材
等
の
地
域
の
強
み
を
活
か
し
た
効
果
的
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
等
を
行
い
、
最
先
端
I
T
企
業
等
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
誘
致
（
3
年
間
で
5

社
以
上
）
す
る
と
と
も
に
、
誘
致
企
業
と
地
域
企
業
と
融
合
を
図
る
嘉
飯
桂
Io
T
ラ

ボ
を
立
上
げ
、
も
の
づ
く
り
・
医
療
・
農
業
な
ど
の
地
域
ス
マ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
創
出
（
3
年
間
で
5
件
以
上
）
す
る
。

背
景

事
業
概
要

【
地
方
創
生
推
進
交
付
金

隘
路
打
開
タ
イ
プ
】

国

交
付
金

共
同
申
請

中
高
生
Io
T
キ
ャ
ン
プ

＆
地
域
し
ご
と
魅
力
発
見
ツ
ア
ー

嘉
飯
桂
地
域
連
携

中
高
生
約
1
万
人

飯
塚
市

中
高
生

約
7
0
0
0
人

嘉
麻
市

中
高
生

約
1
8
0
0
人

桂
川
町

中
高
生

約
9
0
0
人

連
携

【
地
域
大
学
】

学
生
数
約
4
2
0
0
人

九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
部

近
畿
大
学
産
業
理
工
学
部

近
畿
大
学
九
州
短
期
大
学

地
域
Io
T
ﾘｰ
ﾀﾞ
ｰ研

修
＆
ｲﾝ
ﾀｰ
ﾝ支

援
講
座

受
講

単
位

認
定

参
加

地
域
企
業
、

経
済
団
体

サ
ポ
ー
ト

サ ポ ー ト

地
域
大
学

進 学
リ
ー
ダ
ー

参
加

企
業
版

ふ
る
さ
と

納
税

人 材 活 用
中 高 生

最 先 端

Ｉ ｏ Ｔ 企 業

地
域
外

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

進 学
地
域
ス
マ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（別
掲
）

も
の
づ
く
り

医
療

農
業

Ｉ
ｏ
Ｔ

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致

リ
ー
ダ
ー

参
加

ス
キ
ー
ム
図

経
済
建
設
委
員
会
資
料

平
成
2
9
年
6
月
2
1
日
提
出

１







数量（戸）

1 1,127

2 954

3 991

4 414

3,486

経済建設委員会資料
平成２９年６月２１日提出

※建物位置・距離等により確認不可、敷地内への立ち入りが不可能であった為、上
記「空家等の総数」とは別に、空家判定が必要な建築物が６３戸ある。

外観目視による判定

　居住可能な問題のない空家（Ａ判定）

　改修すれば居住可能な空家（Ｂ判定）

　居住不能または大改修が必要な空家（Ｃ判定）

　敷地内へ立ち入り出来ない等の理由で判定不可能な空家

　空家等の総数



コンパクト・プラス・ネットワークのモデル都市一覧

番
号

ブロック 市区町村名 人口 立地適正化計画公表日 重点テーマ

都道府県 (Ｈ27国調) 誘導区域の設定状況

都市 居住

機能 市街化区域等の面
積に占める割合

① 東北 弘前市 青森県 177,411 H29.3.31 ○ ○ 69%

・雪対策
・地域公共交通
・都市再生・中心市街地活性化
・ＰＲＥ活用・ＰＦＩ

② 東北 鶴岡市 山形県 129,652 H29.4.1 ○ ○ 40%
・住宅（空き地・空き家対策）
・産業振興（ベンチャー）

③ 北陸 見附市 新潟県 40,608 H29.3.31 ○
×

(Ｈ30年度)
未確定

・地域公共交通
・医療・福祉

④ 北陸 金沢市 石川県 465,699 H29.3.31 ○ ○ 43%
・地域公共交通
・都市再生・中心市街地活性化

⑤ 中部 岐阜市 岐阜県 406,735 H29.3.31 ○ ○ 57%
・地域公共交通
・医療・福祉

⑥ 近畿 大東市 大阪府 123,217 H29.10 ○ ○ 作業中
・子育て
・公共施設再編
・住宅

⑦ 近畿 和歌山市 和歌山県 364,154 H29.3.1 ○
×

(Ｈ29年度)
未確定

・都市再生・中心市街地活性化
・学校・教育

⑧ 中国 周南市 山口県 144,842 H29.3.30 ○
×

(Ｈ30年度)
未確定 ・都市再生・中心市街地活性化

⑨ 九州 飯塚市 福岡県 129,146 H29.4.1 ○ ○ 51%
・都市再生・中心市街地活性化
・医療・福祉

⑩ 九州 熊本市 熊本県 740,822 H28.4.1 ○ ○ 55%
・地域公共交通
・都市再生・中心市街地活性化



地
域
包
括

ケ
ア
の
拠
点

再
開
発
（
ﾊ
ﾞｽ
ﾀ
ｰ
ﾐﾅ
ﾙ
等
）や

区
画
整

理
（
子
育
て
プ
ラ
ザ
等
）
な
ど
に
よ
り
、

1
5
1
戸
の
住
宅
を
誘
致

○
ま
ち
な
か
の
住
宅
供
給

１
０
年
間
、
居
住
誘
導
区
域
内
の
人
口
を
維
持
し
、

推
計
値
か
ら
、
約
１
０
％

の
人
口
増
を
実
現

ま
ち
な
か
の

空
き
店
舗
の
解
消

■
訪
問
系
福
祉
事
業
者
及
び
居
住
者
を
ま
ち
な
か

誘
導
し
、
福
祉
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
の
生
産
性
を
、

約
１
３
％

向
上

■
ま
ち
な
か
居
住
の
促
進
や
、

多
様
な
集
客
施
設
の
集
積
に

よ
り
、
空
き
店
舗
を
解
消

ま
ち
な
か
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
よ
る
居
住
の
推
進

○
医
療
施
設
・
学
校
の
ま
ち
な
か
移
転

・
急
患
セ
ン
タ
ー

・
看
護
学
校
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

〇
市
庁
舎

建
替

歩
行
量
増
加

に
よ
る
医
療

費
の
削
減

(中
心
拠
点
)

(そ
の
他
)

福
祉
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
の
生
産
性
向
上

医
療
・
福
祉
の
拠
点
づ
く
り

ま
ち
な
か

居
住
の
推
進

4
5
0
0
0

5
0
0
0
0

5
5
0
0
0

H
1
7

H
2
2

H
2
7

H
3
2

H
3
8

ト
レ
ン
ド

目
標

約
5
3
,0
0
0
人

約
4
8
,0
0
0
人

1
0
%

居
住
誘
導
区
域
内
人
口
の
ト
レ
ン
ド
と
目
標
値

医
師
会
の
協
力

に
よ
り
実
現

H
1

8
H

2
6

H
2

4
H

2
2

H
2

0
約
2
3
,6
0
0
人

約
2
5
,0
0
0
人

中
心
市
街
地
内
の
歩
行
者
量
の
推
移

約
3
6
,4
0
0
人

空
き
店
舗
の
減
少
ﾄﾚ
ﾝ
ﾄﾞ
を
さ
ら
に
継
続

飯
塚
緑
道

ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出

健
康
寿
命
の
延
伸

：現
在
地

(中

心
拠
点
）で

建
替
を
実
施

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
整
備

〇
ジ
ム
整
備
、
健
康
教
室
の
開
催
に
よ
る
歩
行
量
増

福
岡
大
学
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
と
の
連
携

ま ち な か で の 先 行 的 な 取 組 の 効 果 を 全 市 的 に 波 及

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
人
口
の
拡
大

1
,0

0
0
人
（H

2
5
）

→
3
,0

0
0
人
（H

3
0
）

※
い
い
づ
か
健
幸
都
市
基
本
計
画

拠
点
病
院
、
大
規
模
な
集
客

施
設
等
を
誘
導

都
市
機
能
誘
導
区
域

（
中
心
拠
点
）

飯
塚
ﾊ
ﾞｽ
ﾀ
ｰ
ﾐﾅ
ﾙ

+
分
譲
ﾏ
ﾝ
ｼ
ｮﾝ

+
急
患
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

+
訪
問
介
護
ｽ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮﾝ

+
看
護
学
校

飯
塚
市
役
所

シ
ル
バ
ー
人
材
に

よ
る
空
き
店
舗
活
用 健
幸
プ
ラ
ザ

Ｊ
Ｒ
飯
塚
駅

飯
塚
本
町
東
地
区

（
土
地
区
画
整
理
）

子
育
て
ﾌ
ﾟﾗ
ｻ
ﾞ等

現
行
の
用
途
地
域
の
５
１
％

に
居
住
誘
導
区
域
を
限
定
し
、

人
口
減
少
ト
レ
ン
ド
の
中
、
密
度
を
確
保

都
市
機
能
誘
導
区
域
を
複
数
設
定
。

地
域
の
実
態
に
あ
わ
せ
、
誘
導
施
設
を
設
定
し
、

必
要
な
生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
等
を
確
保
。

○
撤
退
し
た
ﾃ
ﾞﾊ
ﾟｰ
ﾄを
ｺ
ﾐｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ機
能
の

拠
点
と
し
て
建
替
。
運
動
施
設
や
障

害
児
福
祉
機
能
導
入
（健

幸
プ
ラ
ザ
）

㈱
ま
ち
づ
く
り
飯
塚
が
事
業
実
施

（1
0
0
%
民
間
出
資
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
）

※
事
業
費
約

7
億
円

民
間
開
発
の
誘
発

（
３
件
計
画
中
）

郊
外
か
ら
移
転

■
ま
ち
な
か
か
ら
、
全
市
的
に
歩
行
量
の
増
加
を

波
及
さ
せ
、

約
８
．
４
億
円

の
医
療
費
を
削
減

○
飯
塚
本
町
東
地
区

商
業
機
能
、
子
育
て
拠
点
等
導
入

○
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
飲
食
店
経
営
等

居
住
誘
導
区
域
内
の
高
齢
者
人
口
密
度
が
、
区
域
外
の
約

1
0
倍

と
な
る
こ
と
か
ら
、
訪
問
時
の
移
動
時
間
の
短
縮
分
を
試
算
※
①

4
0
歳
～

7
4
歳
の

3
割
が
一
日
当
た
り

2
,0

0
0
歩
増
を
想
定

医
療
費
削
減
効
果
か
ら
試
算
※
②

H
2

3
H

2
7

2
4

本
町
商
店
街
空
き
店
舗
の
推
移

地
域
の
つ
な
が
り
と
豊
か
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は
ぐ
く
む

IIZ
U

K
A

解
消

2
4

1
2

※
①
②
国
土
交
通
省
試
算

福
岡
県
飯
塚
市
：人

口
約
１
２
．
９
万
人
(
H
2
7
)
↘
約
１
１
．
９
万
人
(
H
3
8
)

（
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
）
平
成
２
８
年
９
月
公
表

（
立
地
適
正
化
計
画
）
平
成
２
９
年
４
月
1
日
公
表



2 7 . 7

3 6 . 9

3 
0

4 0

5 6 . 1

4 0 . 3

3 6 . 7

4 6 . 7

5 9 . 6

5 3 . 2

5 9 . 0

2 5 . 1

4 4 . 4

3 3 . 9

5 6 . 7

5 0 . 9

5 6 . 5

3 9 . 3

4 4 . 6

5 3 . 6

5 3 . 4

6 1 . 4

6 0 . 7

4 5 . 8

学　園　の　森　公　園

車両破損事故現場見取図 経済建設委員会資料

九州工業大学

情報工学部

事故現場

川津緑道

学園の森

菰田・幸袋1号線

1．事故発生日時　平成29年5月18日（木）午後1時時30分頃

2．事故発生場所　飯塚市川津（市道　菰田幸袋1号線）

3．事故の概要　　当事者の車が菰田・幸袋1号線（九州工業

グラウンド

平成29年6月21日提出

×

大学付近）を北に向かって走行中、川津緑

道の木の枝の一部が強風により地面に落下

損傷を与えたもの。

し、よけきれず車体(フロントバンパー)に



周
辺

農
業

施
設

不
明

経
済

建
設

委
員

会
資

料

平
成

2
8
年

６
月

２
１

日
提

出

事
業

名
工

　
　

事
　

　
名

請
負

業
者

名
変

更
契

約
金

額
変

更
増

減
額

原
契

約
金

額
落

　
札

　
率

変
更

契
約

工
期

原
契

約
工

期

６
４

，
１

０
４

，
４

８
０

円
４

，
１

９
２

，
５

６
０

円
５

９
,９

１
１

,９
２

０
円

着
　

　
手

　
平

成
2
8
年

 8
月

2
4
日

着
　

　
手

　
平

成
2
8
年

 8
月

2
4
日

浸
水

　
　

　
う

ち
消

費
税

　
　

　
う

ち
消

費
税

　
　

　
う

ち
消

費
税

8
5
.2

0
%

４
，

７
４

８
，

４
８

０
円

３
１

０
，

５
６

０
円

４
,４

３
７

,９
２

０
円

し
ゅ

ん
工

  
平

成
2
9
年

4
月

2
8
日

し
ゅ

ん
工

　
平

成
2
9
年

3
月

1
5
日

　
変

更
の

理
由

と
し

て
、

開
放

型
シ

ー
ル

ド
工

に
お

い
て

地
下

埋
設

物
の

撤
去

に
伴

う
増

額
と

掘
削

土
砂

の
含

水
比

が
高

く
処

分
場

へ
の

運
搬

が
困

難
な

た
め

、
セ

メ
ン

ト
系

固
化

材
に

よ
っ

て
改

良
し

た
こ

と
に

よ
る

増
額

、
警

察
協

議
に

よ
る

交
通

誘
導

員
の

増
員

及
び

現
地

精
測

に
よ

る
増

額
変

更
。

　
ま

た
、

工
期

を
平

成
２

９
年

４
月

２
８

日
ま

で
変

更
し

た
も

の
で

す
。

工
 事

 請
 負

 変
 更

 契
 約

 報
 告

 書
　

(都
市

建
設

部
農

業
土

木
課

)

1
金

池
用

排
水

路
改

良
工

事
松

尾
建

設
（

有
）

※
主
な
変
更
理
由
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経済建設委員会資料 

平成 29 年 6 月 21 日提出 

 

楽市水管橋損傷事故について 

 

１ 事故発生 

日時 平成 29 年 4 月 17 日（月）16 時 30 分頃 

   場所  飯塚市楽市（楽市水管橋） 

 

２ 事故概要 

  楽市水管橋架け替え工事現場（国土交通省九州地方整備局遠賀川河川事務所発注）

において、大雨による河川の増水により、クレーン車が転倒し、水管橋を損傷させた。

その結果、楽市水源地から堀池浄水場への取水（450ｔ／時）が不能となった。 

 

３ 楽市水管橋損傷事故対策本部（対策本部長：企業管理者） 

    設置 4 月 18 日（火）9 時   

   解散 4 月 19 日（水）10 時 30 分 

 

４ 送水等の応急措置 

  堀池浄水場から送水している配水池 3 ヵ所（高雄・高雄高所・上高雄）について、

応急で、秋松浄水場からも送水する措置（130ｔ／時）を行い、18 日の 18 時頃まで配

水可能とした。また、各家庭に対し、節水協力の呼びかけを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 18 日 22 時 工事現場において応急復旧工事（送水ホースの接続）が完了し、23 時

過ぎ、高雄配水池から自然流下による配水を確認した。 

 

５ 給水活動 

断水が想定された地域等 幸袋地区、二瀬地区、片島地区（約 9,500 世帯等） 

楽市水源地 

 

堀池浄水場 

 

配水池 

 

各家庭等 

 

楽市水管橋 

 

秋松浄水場 

 

＊仮送水ホース 
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① 給水車配置  対象地域内 14 ヵ所（小中学校、地区公民館等） 

           ＜給水車＞ 企業局 9 台 

日本水道協会福岡県支部より給水応援 18 台 

        ＜配置期間＞ 4 月 18 日 16 時～21 時、19 日 7 時～10 時 30 分 

② 給水場所まで来ることが困難な方（高齢者・障がい者等）については、福祉部

が個別に対応。 

③ 人工透析を行っている病院（おおやぶクリニック、腎クリニック）には、別途

給水車で対応。 

④ 応援自治体 19 自治体（県内 12 市 4 町 1 企業団、相馬市、益城町） 

⑤ 給水人数 4 月 18 日 347 人 19 日 3 人 計 350 人 

 

６ 断水状況 

断水したとの情報が寄せられた件数 2 件 

断水等についての問い合わせ件数 約 1,600 件 

赤水等の苦情   なし 
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